
正副会長会議 報告書  

 

□日時 令 和 6 年 1 月 1 8 日 （ 木 ） 1 3： 3 0～ 1 5： 0 0 

□会場 さいたま市「すこやかプラザ」3 階「団体交流室」  

 

1 開  会   

 

 

2 参 加 者  正副会長 5 名 牧野常務 眞矢 松尾 大塚（吉田局長欠席）  

 

 

3 部会報告  

(1) 研修部会  

⇒相模原市視察研修について 12 月 25 日に確認と検討を行った。1 月の研修

部会で最終確認を行い研修・意見交換に臨む予定である。研修を受けて埼

玉県に合った制度の在り方等について検討していきたい。研修実施にあた

って、先方に菓子折りを持参したいがよろしいか。  

⇒正副会長全員同意  

 

(2) 地区民児協支援部会  

⇒19 日に社会福祉課との意見交換会を実施。県大会で触れた欠員解消のた

めの 7 課題について県の意見を伺い、解決に向けた方向性を話し合ってい

きたい。寺田会長にもオブザーバーとして出席いただく。  

 

(3) 広報部会  

⇒№176 の校正が 17 日に完了した。目次について共有。表紙はときがわ町

の慈光寺を予定していたが、住職の賛同を得られなかったため、埼玉県立

歴史と民俗の博物館所蔵の太刀短刀を掲載することとした。  

 

(4) 主任児童委員部会  

⇒24 日と 31 日に部会を開催予定。分科会 2 は分科会リーダーが変更予定。

分科会 3 は講師を招いて研修を実施予定。先方は県の職員だが休んで出席

するとのこと。講師に対する謝金はいかがするか。  

⇒本会の謝金規程に準ずる。  

 

 

4 協議事項  

(1) 令和 6 年度全国民生委員児童委員大会（宮崎大会）について  

⇒案について説明した。  

牧野常務  

「未参加の市町村の会長に配慮して参加を辞退したいと考えている。枠は

30 人を使いきれるように募集をかけ、7 年度参加予定の方の前倒し参加

も踏まえなるべく多くの会長に参加いただくのはいかがか。」  



寺田会長  

「今年度の不参加者も多かったためその方々にも行っていただけるような

方が良いのではないか。」  

⇒参加者は 30 人の枠を埋められるように予定する。今年度の参加予定者に

は事前通知して予算確保できるよう配慮する。  

⇒東京から宮崎は飛行機移動、宮崎県内は貸切バスを利用。  

⇒日程については前泊で 19 日～21 日で実施する。  

⇒予算についても 1 人あたり 140,000 円目安で承認。  

 

 

(2) 令和 7 年度関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会について  

⇒寺田会長から担当変更について報告した。案について説明した。  

藤崎副会長  

「今後の予定内の（正副会長会議のみ）と記載があるが、正副実行委員長が

正副会長以外から選任された場合は（正副実行委員長のみ）となるので相違

ないか。」  

牧野常務理事  

「前提として企画の根幹は本会正副会長で検討する必要がある。事務局企画

⇒正副会長会議検討⇒正副実行委員長検討という流れを予定しているし、正

副会長と正副実行委員長が同じであれば事務局企画⇒正副会長検討⇒実行

委員会協議となる。」  

藤崎副会長  

「元々担当は眞矢主任となっていたが、改めて担当を変更する必要はあった

のか。」  

牧野常務理事  

「令和 6 年度と 7 年度の準備が被ることは負担になるということを踏まえ

て担当を変更した。」  

眞矢主任  

「会長からのお話では若い方の育成のためということだけ伺っている。」  

牧野常務理事  

「令和 6 年度との業務の重複を考慮して変更した旨はお伝えしている。」  

藤崎副会長  

「前回の正副会長会議で事務局長と眞矢主任の案が出ており差異があった

ものの、担当については変更しない方向で話が通っていたのになぜ変更され

たのか。」  

志子田副会長  

「本題からズレてしまっているので、本題とズレた内容については会議外で

検討して頂きたい。」  

芦澤副会長  

「会議の案については事務局の中で全員のざっくばらんな意見交換を経て、

固めるべきではないか。」  

藤崎副会長  

「吉田事務局長は本日お休みだが実際の体調はどうなのか。」  

寺田会長  



「午後から出勤など、日によってまばらに出勤していると聞いている。」  

藤崎副会長  

「吉田局長を含め聞きたいことではあったが、前回の正副会長会議でお願い

をしたのは事務局として正副会長会議に上程する前に議論をしていただき

たいという点であるが、それは出来ているか。話しづらいことがあるのか。」  

大塚主事  

「事務局内で議論・精査するべきという話については我々もそうしたいと考

えているが、実務としては局長の不定期なお休みにより決裁が円滑に進まな

いことを含め、担当者からの決裁ラインで案を作成し正副会長会議に挙げざ

るを得ない状況である。」  

藤崎副会長  

「それほどまでに局長の体調は悪いのか。」  

大塚主事  

「休みについては全て記録されているため、必要であればご確認いただくべ

きかもしれない。」  

眞矢主任  

「その点も含め、事務局の現状について正副会長にも把握していただきたか

った。」  

寺田会長  

「22 日の関ブロ実行委員会の際に、局長が出勤していれば、正副会長で局

長から話を伺い、現状把握の場を設ける。これ以上本件について話すことは

会議題から逸れるため会議終了後に話し合う。」  

⇒第１回実行委員会での説明内容について同意  

 

 

5 報告事項  

(1) 次回開催および今後の予定について  

日時：令和 6 年 2 月 15 日（木）10：00～  

場所：彩の国すこやかプラザ 3 階 団体交流室 1・2 

昼食提供あり。  

 

 

6 閉  会  


